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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 

大気中における有機硝酸類は、非メタン炭化水素の酸化過程に窒素酸化物が共存することで、光化学的

に生成する化合物である。具体的には、炭化水素の分解過程で生成した過酸化有機ラジカル (RO2) と一酸

化窒素 (NO) が反応し、分子内で酸素原子の移動が起こることで生成する。それらの濃度は極微量である

上、前駆体となる炭化水素によって種類が異なるため、大気中における有機硝酸類の起源、挙動と役割を

種類別に詳細に調べることは容易ではない。 

本研究では、炭素数が 1 から 6 までの有機硝酸類について、負イオン化学イオン化における質量スペクト

ルを詳細かつ系統的に調べた。パーオキシアシルナイトレートとは対照的に、NO3
‒ はマイナーなフラグメント

イオンであることが分かった。調べられた有機硝酸類における主なフラグメントイオンは NO2
‒ イオンと、その

有機カウンターパートから水素原子が二個抜けた[RO-H2]
‒ イオンであった。これらの主要フラグメン

トイオンの相対的強度は有機硝酸類の種類に大きく依存し、その[RO-H2]
‒ /NO2

‒ 比は炭素数の増加に伴

って大きくなることが明らかとなった。 

 本研究で得られた上記の結果は、大気中または溶液中において極微量濃度でしか存在しない有機硝

酸類を検出するにあたって、適切なフラグメントイオンを選択することで、トータルのシグナル－ノ

イズ比を向上させることにより高感度検出が可能になるほか、高い選択性を得られる可能性があるこ

とを示唆している。 
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欧文概要 ＥＺ 

 

Negative ion chemical ionization mass spectra were examined for C1-C6 n-alkyl nitrates. In 

contrast to peroxyacyl nitrates, NO3
–  ions were minor fragments. Major fragment ions were found 

to be NO2
– , and [RO− H2]

– , alkoxy counterparts from which two hydrogen atoms were eliminated. 

Relative intensity of the two fragment ions largely depends on the speciation, and the 

[RO− H2]
– /NO2

–  ratio increases with the increasing carbon number. 

 


